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１【提出理由】

平成26年６月24日開催の第67期定時株主総会において、決議事項が決議されましたので、金融商品取引法第24条の５

第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号の２に基づき、提出するものであります。

２【報告内容】

(1）当該株主総会が開催された年月日

平成26年６月24日

 

(2）議決権の状況

　議決権を有する株主数　　　 25,645名

　総議決権個数　　　　　　　894,550個

 

(3）議決権行使状況

 

 
株主総会前日までの

議決権行使（事前行使）

株主総会当日出席

による議決権行使
議決権行使合計

議決権行使個数 626,808個 162,950個 789,758個

行使率 70.06％ 18.21％ 88.28％

 

(4）株主総会決議事項の内容とその結果等

 

株主総会

決議事項

事前行使 議決権行使結果合計
決議

結果賛成

(個)

反対

(個)

棄権

(個)

賛成

(個)

反対

(個)

棄権

(個)

賛成率

(％)

第１号議案　剰余金の処分の件（剰余金の配当、1株につき金37円）

 626,304 504 0 789,251 505 2 99.93 可決

第２号議案　取締役８名選任の件

1. 湧田節夫 624,132 2,682 0 787,076 2,686 2 99.66 可決

2. 森本弘徳 623,856 2,820 138 786,800 2,824 140 99.62 可決

3. 小林喜夫巳 623,857 2,819 138 786,801 2,823 140 99.62 可決

4. 松村晃行 623,856 2,820 138 786,800 2,824 140 99.62 可決

5. 住野耕三 624,003 2,673 138 786,947 2,677 140 99.64 可決

6. 田村達也 624,689 2,125 0 787,633 2,129 2 99.73 可決

7. 島崎憲明 624,816 1,998 0 787,760 2,002 2 99.74 可決

8. 小田村初男 624,606 2,208 0 787,539 2,223 2 99.71 可決

第3号議案　監査役1名選任の件

経森康弘 624,406 2,408 0 787,349 2,413 2 99.69 可決

 

注）1　第１号議案の可決要件は、出席した議決権を行使することができる株主の議決権の過半数の

賛成であります。

2　第２号議案および第３号議案の可決要件は、議決権を行使することができる株主の議決権の

3分の1以上を有する株主の出席と、その出席した株主の議決権の過半数の賛成であります。

3　「事前行使」の賛成・反対・棄権の各個数は、議決権行使書（インターネット等による行使

を含む）による事前行使の議決権の数であります。

また、「議決権行使結果合計」の賛成・反対・棄権の各個数は、議決権行使書（インター

ネット等による行使を含む）による事前行使の議決権の数及び当日出席した株主の議決権の

数（当日出席の株主の皆様に決議事項に対する議決権行使結果をご記入いただいた用紙を、

株主総会閉会後に回収・集計したもの）の合計であります。

4　議決権行使結果合計の賛成率は、「(3)議決権行使状況」の議決権行使合計の個数を分母と
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して算出しております。

 

(5)　前記(4)の議決権の数に株主総会に出席した株主の議決権の数の一部を加算しなかった理由

該当事項はありません。

 

 

以　上
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